
 

 

教科名 
             

地歴・公民 
単位数 ２ 単位 担

当 

者 

   小 野 辰 朗 

   佐々木 真 司 

   山 口 龍 美 科目名     地理総合 年次    １年次 

使用教科書 

副教材等 

「高等学校 新地理総合」（帝国書院） 「新詳高等地図」（帝国書院） 「新編 地理資料 2025」（帝

国書院） 「’26 地理総合演習ノート」（啓隆社） 

１ 学習の到達目標（育成すべき資質・能力） 
 地理に関わる諸事象に関して、世界の自然環境、資源と産業、生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取

組などを理解するとともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切

かつ効果的に調べとめる技能を身に付けることができる。 

 

 

２ 学習の評価（評価基準と評価方法） 

観
点 

a. 知識及び技能 b. 思考力,判断力,表現力等 c. 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

地理に関わる諸事象に関して、

世界の自然環境、資源と産業、生

活文化の多様性や、防災、地域や

地球的課題への取組などを理解

し、地図や地理情報システムを用

いて、調査や諸資料から様々な情

報を適切かつ効果的に調べ、まと

めている。 

 地理に関わる事象の意味、特色や

相互の関連を、位置や分布、人間と

自然環境との相互関係、地域などに

着目して、多面的・多角的に考察し

たり、地理的な課題の解決に向けて

構想したり、考察、構想したことを

効果的に説明したり、それらを基に

議論したりしている。 

 地理に関わる諸事象について、国

家及び社会の形成者として、よりよ

い社会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追求、解決しよう

としている。 

主
た
る
評
価
方
法 

定期考査 

小テスト 

行動の観察 

定期考査 

プリント等の提出 

行動の観察 

ノートの提出 

プリント等の提出 

評
価
全
体
に

占
め
る
割
合 

50％ 30％ 20％ 

３ 学習の目標と振り返り 

 ≪目 標≫ 

～何ができるようになりたいか具体的に～ 

≪振り返り≫ 

～学習の振り返りと今後の課題～ 

前 

期 

 【達成できた・一部達成できた・達成できなかった】 

後 

期 

 【達成できた・一部達成できた・達成できなかった】 



 

 

 

４ 学習の内容 

学
期 

学習内容 

（単元） 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 

前 第１部 地図でとらえる現代

世界  

第１章 地図と地理情報シ

ステム 

地球上の位置と時差、地図

の役割と種類などについて

理解し、読み取りまとめる技

能を身に付けることができ

る。 

第２部 国際理解と国際協

力 

第１章 生活文化の多様性

と国際協力 

世界の地形と気候と人々の

生活について、自然環境か

ら影響を受けていることを理

解し、世界の言語・宗教と人

々の生活、産業と人々の生

活が地理的環境と関連して

多様性をもつことを理解でき

る。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 
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〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地図の読図などを基に、方位や時差、

日本の位置と領域、国内や国家間の

結びつきなどを理解している。（知） 

・地図やＧＩＳなどを用いて、情報を読

み取り、まとめる技能を身に付けて

いる。（技） 

・地図やＧＩＳと現代世界について、よ

りよい社会の実現と課題を主体的に

追及しようとしている。（態） 

・世界の自然環境、生活文化、資源と産

業について、地理的環境の変化によ

って変容することを理解している。

（知） 

・世界の自然及び社会的条件との関わ

りなどに着目して、世界の人々が共

存するためにどのような工夫が必要

か、多面的・多角的に考察し、表現し

ている。（表） 

・地理的事象の多様性について、よりよ

い社会の実現と課題を主体的に追及

しようとしている。（態） 

ａ．定期考査 

小テスト 

 

 

ｂ．行動の観察 

  定期考査 

  プリント等の提出 

 

 

ｃ．行動の観察 

  ノートの提出 

  プリント等の提出 

後
期 

第２章 地球的課題と国際

協力 

世界各地で見られる地球

環境問題、資源・エネルギ

ー問題、人口・食料問題及

び都市・居住問題を基に、

地球的課題の各地で共通

する傾向や関連性について

理解できる。 

 

第３部 持続可能な地域づ

くりと私たち 

第１章 自然環境と防災 

日本の自然災害を基に、地

域の自然環境の特色と自然

災害への備えや対応といっ

た防災の重要性を理解し、

ハザードマップ等の地理情

報について、情報を収集

し、読み取り、まとめる技能

を身に付けることができる。 

生活圏の調査を基に、地理

的に課題の解決に向けた取

組や探求する手法などにつ

いて理解できる。 

◎ 
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・地球環境問題、資源・エネルギー問題、

人口・食料、都市・居住などに関わる

諸事象を基に、それらの現状や解決

に向けた取組などについて理解して

いる。（知） 

・地球環境問題、資源・エネルギー問題、

人口・食料、都市・居住などに関わる

諸事象について、よりよい社会の実

現と課題を主体的に追及しようとし

ている。（態） 

 

・生徒の生活圏に見られる自然災害を

基に、地域の自然環境の特色と自然

災害への防災の重要性について理解

している。（知） 

・様々な自然災害に対応したハザード

マップや新旧地形図などの地理情報

について、情報を読み取り、まとめる

地理的技能を身に付けている。（表） 

・私たちの生活圏の防災対策について、

よりよい社会の実現と課題を主体的

に追及しようとしている。（態） 


